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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 2,439 － 215 － 216 － 150 －

2021年９月期第３四半期 2,429 15.1 284 － 299 － 197 －

（注）包括利益 2022年９月期第３四半期 153百万円（－％） 2021年９月期第３四半期 199百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第３四半期 10.84 －

2021年９月期第３四半期 14.18 14.18

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 2,550 1,589 62.3

2021年９月期 3,850 2,586 67.1

（参考）自己資本 2022年９月期第３四半期 1,588百万円 2021年９月期 2,585百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年９月期 － 0.00 －

2022年９月期（予想） － －

１．2022年９月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年６月30日）

(注)１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第３四半期に係る各数値については、当該会

計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）収益認識会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第３四半期に係る各数値に

ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2022年９月期の配当予想につきましては、現在未定であります。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,330 － 250 － 250 － 167 － 12.00

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期３Ｑ 14,575,300株 2021年９月期 14,575,300株

②  期末自己株式数 2022年９月期３Ｑ 654,988株 2021年９月期 655,588株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期３Ｑ 13,920,046株 2021年９月期３Ｑ 13,919,357株

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

１．連結業績予想の修正については、本日（2022年８月10日）公表いたしました「通期連結業績予想の修正に関するお

知らせ」をご覧ください。

２．収益認識会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績予想については、当該会

計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和され、経済社会活

動の正常化が進む中で、景気が持ち直していくことが期待されておりましたが、国内外での新型コロナウイルス感

染症の再拡大による景気への影響が懸念されております。また、ウクライナ情勢の長期化による原材料価格の上昇

や金融資本市場の変動、供給面での制約等による下振れリスクにも十分注意する必要があり、依然として先行きは

不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」として、

「電子雑誌」「ソリューション」の業容拡大に努めてまいりました。なお、第1四半期連結会計期間より、「収益

認識に関する会計基準」（企業会計第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を適用してお

ります。

　㈱ブランジスタメディアが展開する電子雑誌業務では、自治体とのタイアップ広告が増加を続けており、契約

額・タイアップ実施数が過去最高を更新しております。さらに、露天風呂付き客室がある宿特集やサウナ特集など

の特集枠に追加掲載できるスポット広告の販売が拡大していることにより、広告売上が好調に推移いたしました。

　㈱ブランジスタソリューションが展開するソリューション業務では、業務受託売上が堅調に推移いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高2,439百万円（前年同四半期は売上高2,429百万

円）、営業利益215百万円（前年同四半期は営業利益284百万円）、経常利益216百万円（前年同四半期は経常利益

299百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益150百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益

197百万円）となりました。

　なお、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるた

め、セグメント別の記載を省略しておりますが、売上の内訳を示すと、電子雑誌関連が1,640百万円、ソリューシ

ョン関連が766百万円、その他子会社が100百万円となりました（注）。

　また、収益認識会計基準等の適用の詳細については、「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（注）内部取引消去前の金額であります。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は2,550百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,300百万円の減少とな

りました。当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は次のとおりです。

（流動資産）

　流動資産は1,770百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,625百万円の減少となりました。これは主に、収益

認識会計基準等の適用により売掛金が1,604百万円減少したことによるものであります。

（固定資産）

　固定資産は779百万円となり、前連結会計年度末に比べて325百万円の増加となりました。これは主に、収益認識

会計基準等の適用により繰延税金資産が305百万円増加したことによるものであります。

（流動負債）

　流動負債は795百万円となり、前連結会計年度末に比べて102百万円の減少となりました。これは主に、収益認識

会計基準等の適用により契約負債（前連結会計年度末は「前受金」）が169百万円増加したものの、法人税等の支

払いにより未払法人税等が58百万円減少したことや、賞与引当金が105百万円減少したことによるものでありま

す。

（固定負債）

　固定負債は165百万円となり、前連結会計年度末に比べて201百万円の減少となりました。これは、銀行への返済

により長期借入金が201百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は1,589百万円となり、前連結会計年度末に比べて996百万円の減少となりました。これは主に、収益

認識会計基準等の適用により利益剰余金が999百万円減少したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益がいずれも前

回予想を上回る見込みとなり、2021年11月12日の「2021年９月期 決算短信」で公表いたしました通期連結業績予

想を修正しております。

　詳細につきましては、本日（2022年８月10日）公表いたました「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧下さい。

　なお、上記見通しは、現時点で入手可能な情報に基づいて見積りを行っており、新型コロナウイルス感染症の影

響が2022年９月期中は一定程度続くものと見込んでおりますが、新型コロナウイルス感染症拡大・収束状況及び、

その他の事業環境により変動する可能性があります。開示すべき事項が発生した場合には、速やかに開示いたしま

す。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,433,838 1,103,895

売掛金 2,067,771 462,817

前払費用 41,008 40,901

その他 71,521 196,072

貸倒引当金 △217,211 △32,713

流動資産合計 3,396,928 1,770,974

固定資産

有形固定資産 26,711 27,423

無形固定資産

その他 32,080 48,068

無形固定資産合計 32,080 48,068

投資その他の資産

繰延税金資産 353,911 659,361

その他 41,259 44,654

投資その他の資産合計 395,170 704,015

固定資産合計 453,962 779,508

資産合計 3,850,891 2,550,482

負債の部

流動負債

買掛金 85,096 63,269

短期借入金 386,666 372,777

未払金 98,654 119,653

未払法人税等 61,648 3,378

前受金 46,996 －

契約負債 － 216,531

預り金 9,612 10,789

賞与引当金 105,594 －

その他 104,035 9,469

流動負債合計 898,305 795,869

固定負債

長期借入金 366,111 165,000

固定負債合計 366,111 165,000

負債合計 1,264,416 960,869

純資産の部

株主資本

資本金 621,052 621,052

資本剰余金 1,021,750 1,021,448

利益剰余金 1,434,803 435,319

自己株式 △493,813 △493,361

株主資本合計 2,583,792 1,584,458

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,693 4,166

その他の包括利益累計額合計 1,693 4,166

新株予約権 989 989

純資産合計 2,586,474 1,589,613

負債純資産合計 3,850,891 2,550,482

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 2,429,726 2,439,557

売上原価 617,412 673,981

売上総利益 1,812,314 1,765,575

販売費及び一般管理費 1,527,983 1,550,270

営業利益 284,331 215,305

営業外収益

受取利息 515 13

受取給付金 8,270 1,570

雇用調整助成金 3,584 －

還付金収入 4,333 1,804

雑収入 3,156 897

為替差益 335 －

営業外収益合計 20,195 4,286

営業外費用

支払利息 4,597 2,882

為替差損 － 559

営業外費用合計 4,597 3,442

経常利益 299,929 216,149

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 299,929 216,149

法人税、住民税及び事業税 50,356 2,616

法人税等調整額 52,144 62,583

法人税等合計 102,501 65,200

四半期純利益 197,428 150,948

親会社株主に帰属する四半期純利益 197,428 150,948

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 5 -

株式会社ブランジスタ（6176）2022年９月期 第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 197,428 150,948

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,920 2,473

その他の包括利益合計 1,920 2,473

四半期包括利益 199,349 153,421

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 199,349 153,421

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。

　詳細については、下段「（会計方針の変更）」をご参照ください。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、顧客との契約における履行義務の識別を行った結果、電子雑誌広告売上について、これまでは広告

掲載の一時点で収益を認識しておりましたが、契約期間に応じて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更し

ております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は32,585千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ32,585千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は1,150,432千円減少しており

ます。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識

会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行

っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、時価をもって四半期連結貸借対照

表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設さ

れたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目

については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対

応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前連結会計年度の有価

証券報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるため、

セグメント情報の記載を省略しております。
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①　名称 株式会社ブランジスタエール

②　所在地 東京都渋谷区桜丘町20番４号

③　事業の内容 タレントを起用した企業ＰＲ支援

④　資本金 100,000千円

⑤　設立の時期 2022年10月４日（予定）

⑥　出資比率 当社：85％、その他：15％

（重要な後発事象）

（重要な子会社の設立）

当社は、2022年７月22日開催の取締役会において、以下のとおり子会社を設立することを決議いたしました。

（1）設立の目的

タレントを起用した企業ＰＲ支援サービスを新たに開始することを目的として設立するものです。

（2）設立する子会社の概要
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